
壮瞥町地域公共交通確保維持改善協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

壮瞥町コミュニティタクシー町内線の１便あたりの乗合率（H28年度実績から
試算。）
行き１便：1.8人／便以上（H28実績：306人÷185便／運行便数＝1.65人／便）
行き２便：2.6人／便以上（H28実績：658人÷268便／運行便数＝2.46人／便）
行き３便：1.5人／便以上（H28実績：211人÷153便／運行便数＝1.38人／便）
行き４便：3.1人／便以上（H28実績：857人÷295便／運行便数＝2.91人／便）
帰り１便：1.3人／便以上（H28実績：177人÷151便／運行便数＝1.17人／便）
帰り２便：2.0人／便以上（H28実績：330人÷181便／運行便数＝1.82人／便）
帰り３便：2.9人／便以上（H28実績：807人÷298便／運行便数＝2.71人／便）
帰り４便：1.7人／便以上（H28実績：230人÷153便／運行便数＝1.50人／便）
帰り５便：1.9人／便以上（H28実績：373人÷212便／運行便数＝1.76人／便）

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

H30.06.21 第24回協議会を開催
・地域内フィーダー系統確保維持計画（案） （H31）について
H31.01. 15 第25回協議会を開催（書面）
・地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について（平成
30年度）

１

事業実施の目的・必要性

壮瞥町における公共交通の利用者は年々減少しているが、一方で、
急速な少子高齢化の進行に伴い、高齢者等の交通弱者の通院・買い
物時における移動を確保するため、町では厳しい財政状況の中、民間
バスの運行維持に対し、補助金を負担している。さらに、バス路線でカ
バーされていない交通空白地域も存在し、交通格差の解消が課題と
なっている。

このような状況の中、平成25年10月からは予約運行型乗合タクシー
（壮瞥町コミュニティタクシー）を運行し、町民の日常生活の移動手段の
確保や地域間幹線系統等との接続による広域的な移動を支援する公
共交通を将来にわたって維持・存続させていくことが必要である。

地域公共交通の現況

・道南バス㈱（３路線）
・スクールバス（３路線）
･コミュニティタクシー（２路線）

平成３０年度事業概要

平成25年10月1日より予約運行型乗合タクシー「壮
瞥町コミュニティタクシー」の本格運行を開始。近隣
市町の医療機関限定で運行する①通院線（壮瞥町
～伊達市・洞爺湖町：片道500円）と、町内であれば
利用目的や場所にかかわらず運行する②町内線
（壮瞥町一円：片道100円）の２路線の運行を開始。
（通院線については、平成２８年度事業より国庫補
助対象外。）

運行ダイヤは、①通院線：行き7:30発、帰り10:45発
（午後は予約に応じて運行）。②町内線：行き
7:30/9:30/11:45/12:45発、帰り
8:00/10:30/11:30/13:45/15:30発となっている。



平成３０年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

H30.06 町広報６月号でコミュニティタクシーの時刻表等を掲載し、周知を図った。

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績



６）目標・効果達成状況

４

７）事業の今後の改善点

■町内線
町広報誌等でコミュニティタクシーの制度等を改めて周知

し、新規登録者の確保を図る取り組みを展開する。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・目標の１便あたりの乗合率は、9便中1便の達成となった。
また、ここ2年間の年間利用者数は減少傾向となっており、
平成30年度の年間利用者数はH28年度実績と比較して約4
割減少している。
・今後は、自己評価のとおり新規利用者開拓に引き続き取
り組まれるとともに、利用者の意見等を把握・検証のうえ利
用促進及び利便性向上の取組が行われることを期待する。
・また、目標の設定にあたっては複数の目標を設定のうえ多
角的な観点からの取組を期待する。

事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果

目標：１便あたりの乗合率

目標 結果

行き１便 1.8 1.6

行き２便 2.6 2.8

行き３便 1.5 1.2

行き４便 3.1 2.0

帰り１便 1.3 1.2

帰り２便 2.0 1.8

帰り３便 2.9 2.3

帰り４便 1.7 1.4

帰り５便 1.9 1.7

（参考）乗車数の比較

H28 H30 （人） （％）

行き１便 306 259 △ 47 △ 15.4

行き２便 658 621 △ 37 △ 5.6

行き３便 211 40 △ 171 △ 81.0

行き４便 857 401 △ 456 △ 53.2

帰り１便 177 15 △ 162 △ 91.5

帰り２便 330 256 △ 74 △ 22.4

帰り３便 807 427 △ 380 △ 47.1

帰り４便 230 115 △ 115 △ 50.0

帰り５便 372 281 △ 91 △ 24.5

計 3,948 2,415 △ 1,533 △ 38.8

乗車数（人） 増減
町内便

１人あたりの利用回
数については個々の
生活スタイルによる
こともあり、極端な増
加は難しいため、新
規登録者の確保を
目指す。

目標を達成できたのは９便
中１便（行き２便）であった。

これは下表のとおり乗車数
が目標の基礎としたH28年
から約40%減少しているこ
とが要因と考えられる。

〈分析〉実利用者（町内便・通院便）
は両年度とも月60～70人とほぼ横
ばいで推移しており、へービーユー
ザーの減少によるものと考えられる。


